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Inflammatory Bowel Disease（IBD）の免疫機序

　IBDは腸に慢性炎症（chron-

ic inflammation）をきたす病
態であり，潰瘍性大腸炎（UC）
とクローン病（CD）に大別
される．前者は，びまん性炎
症が直腸から口側に連続性を
もって進展する大腸炎であ
り，粘膜をおかす．一方，後
者は，小腸または大腸に非連
続性に分布する炎症で，消化
管壁全層をおかすため，狭窄
や瘻孔を生じる〔図 1〕．急性
炎症 （acute inflammation）を
きたす感染性腸炎とは異な
り，IBDでは，陰窩炎や陰窩
膿瘍を伴う陰窩の歪曲といっ
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Inflammatory Bowel Disease（IBD）の免疫機序

IBD 診療における必須事項

IBD 内科治療戦略概要

IBD の外科治療

General Remarks

口側

小腸病変は基本的にはない

血管透見像の消失，顆粒状粘膜，潰瘍

大腸粘膜のびまん性炎症が連
続性に分布する大腸炎

肛門側

大腸
小腸

潰瘍性大腸炎
（UC）

口側

非連続性に分布する全層性の
炎症，縦走潰瘍，敷石像，病
理所見で非乾酪性類上皮細胞
肉芽腫が特徴

肛門側
小腸

大腸

クローン病
（CD）

痔瘻

潰瘍

狭窄

図1 潰瘍性大腸炎とクローン病の違い
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